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少
子
化
対
策
は
、
宍
粟

　
　
市
の
将
来
を
想
う
時
、
市

民
す
べ
て
の
重
要
な
課
題
で
あ

り
ま
す
。
全
国
各
地
で
そ
の
対

策
に
知
恵
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

６
月
議
会
に
お
い
て
、
「
基
金

の
財
源
を
企
業
、
市
民
等
の
協

力
を
得
、
市
も
含
め
た
三
者
一

体
で
の
創
設
を
」
の
質
問
に
市

も
検
討
を
し
て
い
き
た
い
と
の

答
弁
で
あ
り
ま
し
た
。
次
年
度

へ
向
け
た
条
例
の
制
定
を
望
み

ま
す
が
。

　
　
　
　
　
基
金
を
創
設
す
る

　
　
　
　
に
あ
た
り
市
民
、
企

業
等
に
寄
付
を
募
る
場
合
、
寄

付
者
の
意
向
が
充
分
反
映
さ
れ
、

そ
の
使
途
に
つ
い
て
も
、
配
慮

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
寄
付

を
募
る
為
の
寄
付
条
例
の
制
定

も
含
め
て
、
２０
年
度
以
降
の
少

子
化
対
策
事
業
を
検
討
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
　

　
　
　
平
成
１９
年
度
も
５
ヶ
月

　
　
が
経
過
し
、
主
要
施
策
、

主
要
事
業
の
検
証
と
、
今
後
の

見
通
し
は
、
当
初
の
計
画
ど
お

り
に
実
施
で
き
ま
す
か
。
合
わ

せ
て
、
国
、
県
の
補
助
事
業
も

本
格
的
に
決
定
さ
れ
る
時
期
で

も
あ
り
ま
す
。
当
初
の
計
画
に

沿
っ
た
も
の
と
な
り
ま
す
か
。

　
　
　
　
　
本
年
度
は
、
こ
れ

　
　
　
　
ま
で
の
２
年
間
の
礎

づ
く
り
を
受
け
、
市
の
将
来
の

実
現
に
向
け
た
「
決
断
と
実
行
」
、

「
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
宍
粟
」
と

位
置
づ
け
、
厳
し
い
財
政
状
況

の
中
で
、
徹
底
し
た
行
財
政
改

革
に
取
り
組
む
一
方
で
、
参
画

と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
基
本
に
、

緊
急
課
題
や
重
点
施
策
に
要
す

る
も
の
は
、
今
日
ま
で
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
し
た
結
果
、

主
要
施
策
、
主
要
事
業
は
概
ね

計
画
ど
お
り
に
進
捗
し
て
い
ま
す
。

　
国
、
県
の
補
助
事
業
の
見
通

し
は
先
般
の
国
政
選
挙
の
結
果

に
よ
り
、
今
後
の
動
向
が
注
目

さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
概
ね

当
初
の
計
画
に
沿
っ
た
も
の
に

な
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
引
き

続
き
、
要
望
等
を
機
会
あ
る
ご

と
に
行
っ
て
参
り
ま
す
。

　
主
要
事
業
で
す
が
、
地
域
資

源
調
査
活
動
事
業
は
、
し
そ
う

天
空
回
廊
「
宍
粟
５０
名
山
策
定

委
員
会
」
の
設
置
、
９
月
に
は

委
員
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
少
子
化
対
策
の
推
進
は
、
認

定
こ
ど
も
園
や
幼
保
一
元
化
に

向
け
た
検
討
協
議
、
少
子
化
対

策
事
業
の
推
進
、
子
育
て
相
談

窓
口
に
専
門
員
の
配
置
。

　
林
業
再
生
事
業
に
は
、
県
産

木
材
供
給
セ
ン
タ
ー
の
誘
致
、

現
在
最
終
選
考
の
段
階
に
あ
り

ま
す
。
宍
粟
材
の
利
用
推
進
に
は
、

宍
粟
材
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
図
る

為
の
森
林
認
証
の
取
得
、
緑
税

活
用
事
業
は
、
緊
急
防
災
林
整
備
、

里
山
防
災
林
整
備
、
野
生
動
物

育
成
林
整
備
等
こ
れ
ら
の
事
業

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
地
域
情
報
化
の
推
進
は
、
地

域
に
お
け
る
情
報
の
格
差
を
解

消
す
る
為
の
事
業
で
、
現
在
ま

で
に
そ
の
概
要
を
説
明
し
て
い

ま
す
。

　
行
財
政
改
革
に
係
る
事
務
事

業
評
価
に
つ
い
て
、
無
駄
、
市

民
の
満
足
手
法
、
検
証
の
中
で

改
善
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

い
る
。
地
方
政
治
で
は
「
住
民

が
主
人
公
」
を
貫
き
住
民
の
利

益
へ
の
奉
仕
を
最
優
先
の
課
題

と
す
る
地
方
自
治
の
確
立
を
め

ざ
し
て
い
る
。
「
政
治
と
カ
ネ
」

の
問
題
で
は
、
汚
職
・
腐
敗
・

利
権
政
治
を
根
絶
す
る
た
め
に
、

企
業
・
団
体
献
金
を
禁
止
す
る

こ
と
を
め
ざ
し
、
実
行
し
て
い

る
。
首
長
・
議
員
が
逮
捕
・
勾

留
さ
れ
た
時
、
給
与
や
報
酬
を

一
時
差
し
止
め
る
条
例
改
正
が

必
要
で
は
な
い
か
。
議
員
に
つ

い
て
は
、
共
産
党
議
員
団
と
し

て
改
正
条
例
案
提
案
を
準
備
し

て
い
る
。

　
　
　
　
　
給
与
の
差
し
止
め

　
　
　
　
は
法
律
的
に
問
題
が

あ
り
、
無
理
で
あ
る
。
政
治
倫

理
に
は
自
ら
厳
し
く
律
し
て
い
る
。

「
中
元
・
歳
暮
」
の
受
け
取
り

は
配
達
業
者
に
も
辞
退
を
言
っ

て
い
る
。

　
　
　
同
和
関
連
で
不
適
切
な

　
　
公
金
支
出
が
問
題
に
な
っ

て
い
る
。
わ
が
党
は
、
同
和
差

別
の
解
決
に
「
体
を
張
っ
て
」

闘
っ
て
き
た
歴
史
が
あ
る
。
市

中
学
３
年
生
ま
で

医
療
費
無
料
拡
充
を

今
で
は
考
え
て

い
な
い

　
　
　
日
本
共
産
党
の
立
場
は

綱
領
・
規
約
で
明
記
し
て


